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第189号
令和6年2月１日

　12月26日、 キラリ児童館で餅つき会を３年振りに開催
しました。
　小学生36人が参加。ボランティアの方々の協力のもと、
子どもたち全員で餅つきを体験。突き上げた餅は、雑煮や、
きなこ餅、あんこ餅にして食べ、お正月を前に楽しいひと時
を過ごしました。

今年は粘り強く！
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５
２
５
５
万
円
と
前
年
よ

り
15
億
円
ほ
ど
減
収
と

な
っ
て
お
り
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
水
産
加
工
業
は
、
秋
サ

ケ
や
ホ
タ
テ
の
主
要
原
料

魚
種
の
減
少
に
加
え
、
人

手
不
足
、
資
材
、
燃
油
を

は
じ
め
と
す
る
物
価
の
高

騰
、
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
ア

ル
プ
ス
）
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
端
を
発
し
た
対
日

水
産
物
の
輸
入
禁
止
措
置

な
ど
、
水
産
加
工
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
年
で
あ
っ
た
。

―
―
―
・
―
―
・
―
―
―

選　
　
挙

▽�

標
津
町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
の
指
名
推
薦
に

よ
る
当
選

　
矢
吹
真
人
氏
、
佐
藤
玲

子
氏
、
成
田
暁
美
氏
、
長

谷
川
薫
氏

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月

25
日
～
令
和
９
年
12
月
24

日▽�

標
津
町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
補
充
員
の
指
名

勢
の
長
期
化
も
あ
り
深
刻

な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、

原
料
不
足
に
よ
る
輸
入
飼

料
・
生
産
資
材
・
肥
料
価

格
、
石
油
等
の
資
材
価
格

の
高
騰
等
、
農
業
に
関
わ

る
経
費
は
近
年
に
な
い
高

止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
状
況

は
、
今
後
の
酪
農
経
営
の

継
続
や
投
資
の
断
念
な
ど

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

憂
慮
し
て
い
る
。

　
酪
農
の
維
持
成
長
に
向

け
て
は
、
農
業
の
担
い
手

の
育
成
と
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
、
農
作
業
の
外
部

委
託
化
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
労
働
負
担
軽
減
、

多
様
な
農
業
ス
タ
イ
ル
の

検
討
な
ど
、
そ
の
対
策
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

水　
産　
業

秋
サ
ケ
漁　
　

前
年
の
６
割

　
秋
サ
ケ
漁
は
当
初
前
年

比
１
割
増
の
来
遊
予
想

だ
っ
た
が
、
数
量
は
１
６

５
４
ト
ン
、
金
額
は
10
億

６
５
０
８
万
円
と
前
年
の

６
割
ほ
ど
に
留
ま
っ
た
。

　
不
漁
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
海
洋
熱
波
と
い
う
言

葉
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
漁

期
中
の
高
水
温
が
指
摘
さ

れ
、
全
道
的
に
も
５
万
３

２
１
４
ト
ン
と
前
年
の
７

割
ほ
ど
に
留
ま
っ
た
。

　
ホ
タ
テ
漁
は
、
今
年
の

漁
始
め
早
々
か
ら
の
シ
ケ

の
影
響
も
あ
り
、
12
月
９

日
現
在
ま
で
の
数
量
は
２

４
７
３
ト
ン
、
金
額
は
６

億
１
７
９
４
万
円
と
、
前

年
比
５
割
ほ
ど
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　

春
の
重
要
な
資
源
と

な
っ
て
い
る
ニ
シ
ン
は
、

例
年
よ
り
も
早
く
来
遊
し
、

数
量
は
前
年
比
24
％
増
の

３
６
０
５
ト
ン
と
、
単
一

漁
協
と
し
て
は
暫
定
で
は

あ
る
が
日
本
一
の
水
揚
げ

量
で
あ
っ
た
。

　

全
魚
種
の
金
額
で
は
、

主
要
魚
種
が
低
調
だ
っ
た

こ
と
か
ら
現
在
ま
で
25
億

基
幹
産
業
の
状
況

行
政
報
告
（
町
長
）

酪　
農　
業

農
業
生
産
額　
　

前
年
比
１
０
３
％

　
生
乳
生
産
量
は
生
乳
の

生
産
調
整
の
継
続
（
98
・

６
％
）
に
よ
り
、
今
年
４

月
か
ら
11
月
末
ま
で
、
対

前
年
比
95
・
６
％
の
７
万

１
２
３
５
ト
ン
と
な
り
、

本
年
度
は
10
万
８
千
ト
ン

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
11
月
末
現
在
の
農
業
生

産
額
は
、
乳
用
牛
・
肉
用

牛
の
個
体
販
売
価
格
１
億

２
０
５
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
た
も
の
の
、
乳
価
の

値
上
が
り
も
あ
り
、
対
前

年
比
１
０
３
・
５
％
の
84

億
１
９
７
７
万
円
で
推
移

し
て
い
る
。

　

世
界
経
済
・
流
通
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

審議内容を報告します

令和５年令和５年
第４回 定例会第４回 定例会（12月13日）（12月13日）
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意
見
書

○�

女
性
差
別
撤
廃
条
約

選
択
議
定
書
の
速
や

か
な
批
准
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者

数
間
景
子 

議
員

○�

北
方
領
土
問
題
の
解

決
促
進
等
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者

石
橋
昌
幸 

議
員

▶�

意
見
書
は
、
衆
・
参
議
院

議
長
、
関
係
大
臣
に
送
付

推
薦
に
よ
る
当
選

　
西
山
一
樹
氏
、
管
原
健

治
氏
、
布
袋
嘉
代
氏
、
大

西
亮
祐
氏

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月

25
日
～
令
和
９
年
12
月
24

日

同　
　
意

▽�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
を
同

意
　
山
本
祐
一
氏

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月

20
日
～
令
和
８
年
12
月
19

日

条
例
制
定

▽�

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

▽�

町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
に
対
す
る
期
末
手

当
支
給
に
関
す
る
条
例

及
び
標
津
町
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

▽�

標
津
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

▽�

標
津
町
印
鑑
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

▽�

標
津
町
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

（単位：千円）
一般会計の補正予算（主なもの）

項　目 金　額 内　　　容

冬の生活支援特別対策 3450
灯油価格高騰の影響による低所得世帯の負担増を軽減す
るため、冬期間の暖房燃料費の一部を助成。
対象世帯　340世帯（見込）、支給内容　１世帯当り
１万円(商品券)。道補助金50万円

福祉施設サービス提供体制維
持支援 3140 光熱水費や食材料費高騰の影響を受けた介護・障がい福祉サービス事業所への給付金交付。国補助金3140千円
保健福祉センター施設修繕改
修等【繰越明許費】 3608 健康相談室へのエアコン整備（２台）

町内小学校校舎等補修整備
【繰越明許費】 27504 町内小学校へのエアコン設置工事及び標津小学校体育館暖房機器の更新。国補助金8666千円
町内中学校校舎等補修整備

【繰越明許費】 20000 町内中学校へのエアコン設置工事。国補助金6666千円

こども園設備・備品等整備事
業【債務負担行為】

（限度額）
12320

令和５年度に入札行為等を実施し、予算は令和６年度当
初予算に計上

標津町生涯学習センターあすぱる
空調設備改修工事【債務負担行為】

（限度額）
67210 同上

用語解説
【繰越明許費】…�歳出予算の経費のうち、その性質上または予算成立後

の事由に基づき、年度内にその支出を終わらない見込
みのあるものについて、予算の定めるところにより、
翌年度に繰り越して使用する経費。

【債務負担行為】…�歳出予算の金額、継続費の総額又は繰越明許費の金額
の範囲内におけるものを除くほか、地方公共団体が将
来にわたる債務を負担する行為をいい、あらかじめ予
算の一内容として定めておかなければならない。

くりこしめいきょひ

さいむふたんこうい



町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

しべつ議会だより 2024/2　4

◆令和５年第４回定例会（12月13日）で４議員が一般質問をしました。
　各議員の質問項目とその内容を要約して質問順に掲載します。

吉　田　　　智　議員
　●
　　
　　　　　　教育長・町長の所見を質す！

山　㟢　陸　郎　議員
　●町有施設の整備計画
　　　並びに有効活用を問う！

数　間　景　子　議員
　●生理用品を
　　　　小・中学校のトイレに設置を！

▲質問中の４議員の様子

５　頁

６　頁

７　頁

８　頁

子供関連施設と病院関連施設の
猛暑対策（熱中症対策）は急務！

藤　本　　　靖　議員
　●【町外からの移住対策】
　　公営住宅の一時活用等の
　　　　　　　　柔軟な対応を！
　●　　　　　　　　　　　　を
　　　今、町民に示す時期では？

まちのグランドデザイン
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問��

「
地
球
温
暖
化
・
気

候
変
動
」
と
言
わ
れ
て
久

し
い
が
、
今
夏
ほ
ど
実
感

し
た
年
は
皆
無
で
あ
る
。

　
夏
休
み
明
け
の
８
月
22

日
、
伊
達
市
の
市
立
小
学

校
で
２
年
生
の
女
児
が
、

体
育
の
授
業
後
、
熱
中
症

と
み
ら
れ
る
症
状
で
亡
く

な
っ
た
。
当
町
に
お
い
て

も
猛
暑
が
続
き
、
小
・
中

学
校
で
下
校
時
間
の
繰
り

上
げ
が
行
わ
れ
た
。

【
左
表
参
照
】

吉田　　智 議員

クールシェアスポットとなる「あすぱる」

　
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
し

て
、
認
定
こ
ど
も
園
２
園

合
わ
せ
て
15
台
、
川
北
中

学
校
の
普
通
教
室
３
室
、

標
津
小
学
校
、
標
津
中
学

校
、
川
北
小
学
校
は
築
50

年
が
経
過
し
て
改
修
を
検

討
中
の
た
め
、
増
築
し
た

二
線
校
舎
の
教
室
合
わ
せ

て
11
室
に
、
国
の
補
助
金

等
を
活
用
し
て
エ
ア
コ
ン

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

子
供
達
が
利
用
す
る

「
あ
す
ぱ
る
」並
び
に「
と

し
ょ
ぱ
る
」
も
来
夏
ま
で

に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

た
め
に
、
今
回
の
補
正
予

算
に
６
７
２
１
万
円
を
計

上
し
た
。
こ
れ
は
、
夏
休

み
中
に
お
け
る
子
供
達
の

猛
暑
対
策
・
熱
中
症
対
策

も
含
め
、
町
民
の
皆
様
の

※
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
活
用
を
見
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
教
育
関
連
施
設
の
空
調

設
備
整
備
に
１
億
２
５
５

３
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

教育長・町長の所見を質す！

町内小・中学校の猛暑による下校時間の繰り上げの状況

※クールシェアスポット〔cool�share�spot〕：皆で涼しく過ごせる場所

　
こ
の
状
況
は
来
年
以
降
、

増
々
進
み
、
地
球
温
暖
化

は
、
気
候
変
動
を
通
し
て

命
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
行
政
の
策
と
し
て
優
先

さ
れ
る
の
は
、
体
力
的
弱

者
で
あ
る
子
供
達
と
入
院

患
者
の
生
命
と
健
康
を
守

る
事
で
あ
る
。

　
子
供
関
連
施
設
と
病
院

関
連
施
設
の
猛
暑
対
策

（
熱
中
症
対
策
）は
急
務
で

あ
る
。本
定
例
会
に
、補
正

予
算（
繰
越
明
許
費・債
務

負
担
行
為
）
と
し
て
各
施

設
の
空
調
設
備
整
備
工
事

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

【
３
頁��

一
般
会
計
の
補
正
予
算
参
照
】

　
こ
の
詳
細
説
明
を
含
め
、

教
育
長
・
町
長
に
、
猛
暑

対
策
の
所
見
を
質
す
。

答���

教
育
長��　
ソ
フ
ト

面
の
対
策
と
し
て
、
小
・

中
学
校
の
長
期
休
業
期
間

を
来
年
度
か
ら
、
夏
・
冬

の
区
分
を
撤
廃
し
50
日
以

内
か
ら
56
日
以
内
に
延
長

す
る
方
針
で
あ
る
。

回数 月　日 学校名 児童生徒数 臨時休校等対応

1 8月24日

標津小学校 167 猛暑（13：00下校）
川北小学校 95 猛暑（13：00下校）
標津中学校 74 猛暑（13：00下校）
川北中学校 46 猛暑（13：00下校）

2 8月25日
標津小学校 167 猛暑（13：00下校）
川北小学校 95 猛暑（13：00下校）

3 9月1日 標津小学校 167 猛暑（13：00下校）

子供関連施設と病院関連施設の
猛暑対策（熱中症対策）は急務！

答��

町
　
長　
子
供
関
連

施
設
と
し
て
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

は
、
最
も
必
要
性
が
高
い

乳
幼
児
相
談
・
健
診
と
町

民
の
健
康
相
談
を
行
う
健

康
相
談
室
に
、
エ
ア
コ
ン

２
基
を
設
置
す
る
。

　
14
室
あ
る
病
室
に
未
設

置
の
標
津
病
院
は
、
機
種

設
定
及
び
経
費
に
関
し
て

検
討
中
で
あ
り
、
早
期
に

設
置
概
要
を
提
示
し
、
実

施
し
た
い
。

　

又
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
は
ま
な
す
苑
」

の
エ
ア
コ
ン
整
備
計
画
に

対
し
、
全
額
助
成
を
し
て

行
き
た
い
。

熱中症警戒
アラート発令!!
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数間　景子 議員

生
理
用
品
を

小・中
学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
を
！

問��

こ
れ
ま
で
女
性
の
生

理
と
い
う
排
泄
の
話
題
は

社
会
的
に
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
女
性
に

と
っ
て
一
生
の
う
ち
、
約

40
年
間
生
理
と
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
味
か
ら
、
生
理
用
品

は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
様
に
大
事
な
必
需
品
。

そ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、

「
生
理
の
貧
困
」
と
言
う

言
葉
が
聞
か
れ
る
様
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、「
女

性
活
躍
社
会
、
あ
る
い
は

男
女
共
同
参
画
の
重
点
方

針
と
し
て
、
女
性
の
健
康
、

尊
厳
を
重
視
す
べ
き
問
題

で
あ
る
」
と
、
内
閣
府
が

発
表
し
た
。

　
小
・
中
学
生
に
と
っ
て

学
校
が
社
会
生
活
の
場
で

あ
り
、
初
潮
を
迎
え
た
時

点
で
、
女
性
の
健
康
と
尊

厳
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

　
道
教
育
委
員
会
は
、
子

供
た
ち
が
心
身
の
健
康
を

維
持
し
、
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
れ
る
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
学
校
内
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
の
配
置
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
根
室
管

内
で
も
28
校
の
小
中
学
校

で
、
学
校
内
ト
イ
レ
へ
の

設
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
教
育
関
連
施
設
に

設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
事

で
あ
る
。

　
で
は
何
故
、
保
健
室
で

は
な
く
ト
イ
レ
へ
の
設
置

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

▼
一
つ
目
は
、
初
潮
始
期

に
個
人
差
が
あ
る
事

▼
二
つ
目
は
、
生
理
は
急

に
来
る
事
が
多
く
、
出
血

量
に
も
個
人
差
が
あ
り
対

応
が
難
し
い
事

▼
三
つ
め
は
、
初
潮
を
期

に
、
外
見
も
大
人
へ
と
発

育
す
る
事
に
戸
惑
い
や
恥

じ
ら
い
が
あ
り
口
に
出
せ

ず
、
反
抗
期
も
あ
り
難
し

い
時
期
で
あ
る
事

が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
全
安

心
な
環
境
整
備
が
必
要
。

　
保
健
室
は
あ
く
ま
で
も

具
合
の
悪
い
時
に
行
く
場

所
で
あ
り
、
生
理
は
女
性

に
と
っ
て
日
常
的
な
排
泄

な
の
で
、
生
徒
に
と
っ
て

保
健
室
は
生
理
用
品
を
取

り
に
行
き
づ
ら
い
。

　
私
の
試
算
で
は
、
年
間

91
パ
ッ
ク
、
金
額
換
算
で

２
万
７
千
円
程
度
と
試
算

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
生
徒
か
ら
保
健
室
に
申

し
出
る
仕
組
み
を
改
め
、

ト
イ
レ
で
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
、
又
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
頼
ら
ず
学
校
教

育
維
持
費
と
し
て
取
り
扱

う
べ
き
と
考
え
る
。

　
見
解
を
伺
う
。

答���

教
育
長��　
配
置
方

法
は
異
な
る
が
、
全
て
の

学
校
に
配
置
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。

　
経
緯
は
昨
年
標
津
小
・

中
学
校
の
Ｏ
Ｇ
の
方
が
代

表
を
務
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
か
ら
申
し
出
が
あ

り
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
生

理
用
品
を
標
津
小
・
中
学

校
に
配
置
し
、
そ
の
後
標

津
で
の
利
用
状
況
を
踏
ま

え
た
う
え
で
川
北
小
・
中

学
校
へ
の
配
置
に
つ
い
て

校
長
・
養
護
教
諭
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
代
表
の
方
と

相
談
し
、
配
置
し
て
い
る
。

　
中
学
校
は
個
室
ト
イ
レ

へ
、
小
学
校
で
は
一
部
の

ト
イ
レ
に
配
置
し
て
い
る

が
、
他
町
で
は
低
学
年
児

童
の
誤
っ
た
使
用
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
相

談
の
う
え
生
理
用
品
を
保

健
室
に
配
置
し
、
ト
イ
レ

の
個
室
に
掲
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
配
置
方
法
は
、
児

童
生
徒
に
直
接
寄
り
添
う

学
校
現
場
の
養
護
教
諭
に

よ
る
生
理
用
品
の
使
用
に

関
す
る
指
導
や
、「
児
童

の
体
調
管
理
の
適
切
な
対

応
を
」
と
言
う
考
え
を
尊

重
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
町
の
予
算
だ
け

で
生
理
用
品
を
公
共
施
設

に
設
置
す
る
よ
り
も
、
現

在
実
施
し
て
い
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
町
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
で
取
り
組

む
事
が
、
問
題
を
身
近
に

捉
え
、
共
感
を
呼
び
、
公

共
施
設
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
取
り
組
み
に
繋
が
る
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
活
動

に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
さ
れ

て
お
り
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
、
あ
わ
せ
て
こ
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
方
か
ら
の

物
資
の
提
供
も
募
っ
て
い

る
。

　
学
校
現
場
は
新
し
い
取

り
組
み
に
非
常
に
慎
重
に

な
る
。
今
回
は
ゼ
ロ
か
ら

１
を
生
ん
だ
訳
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
数
間
議
員
も
賛

同
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
行
く
。
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山㟢　陸郎 議員

町
有
施
設
の
整
備
計
画

並
び
に
有
効
活
用
を
問
う
！

保健福祉センターに併設している
スポーツハウス

問��

標
津
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
は
、
長
期

的
展
望
と
し
て
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展

を
基
本
と
し
て
町
民
の
意

見
を
聞
き
、
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
計
画
が
作
成
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

　
こ
の
計
画
を
も
と
に
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
計
画

と
し
て
、
各
個
別
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
令

和
３
年
２
月
に
作
成
さ
れ

た
標
津
町
教
育
施
設
整
備

計
画
の
中
で
明
記
さ
れ
た

現
有
施
設
の
有
効
活
用
を

目
的
に
、
総
合
施
設
と
し

て
開
設
し
た
図
書
館
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぱ

る
へ
の
移
転
は
、
本
計
画

に
沿
っ
た
優
良
事
例
と

思
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
水
道
施
設
や

公
営
住
宅
の
整
備
並
び
に

教
育
施
設
の
整
備
な
ど
が

時
代
に
適
応
し
た
形
で
計

画
さ
れ
、
整
備
、
統
廃
合

さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
の
今
後

の
整
備
計
画
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

答��

将
来
の
人
口
数
推
移

を
想
定
し
、
現
状
で
使
え

る
も
の
は
使
う
、
補
修
で

長
寿
命
化
を
図
る
。
そ
れ

で
も
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
修
繕
費
が
多
額
に

嵩か
さ
む
様
に
な
る
場
合
に
は
、

近
い
地
区
の
同
様
の
施
設

に
集
約
す
る
。
新
設
す
る

場
合
に
も
、「
地
域
内
の

集
約
」
を
前
提
に
し
、
無

駄
の
な
い
施
設
整
備
を
基

本
と
し
て
行
く
。　

　
標
津
市
街
の
総
合
体
育

館
や
学
校
な
ど
は
近
い
う

ち
に
方
針
を
示
す
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
の
で
、
具

体
的
な
実
行
計
画
が
出
来

上
が
っ
た
時
点
で
町
民
の

皆
様
、
議
員
各
位
に
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

問��

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
に
併
設
さ
れ
て

い
る
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
つ
い
て
伺
う
。

　
当
施
設
は
冬
期
間
や
雨

天
時
に
も
利
用
で
き
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
専
用
の
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
年
々

減
少
し
て
い
る
現
状
の
中
、

個
別
競
技
に
特
化
し
た
施

設
の
設
置
は
、
い
ろ
ん
な

観
点
か
ら
見
て
も
大
変
厳

し
い
と
理
解
し
て
い
る
。

　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
野
球

な
ど
は
、
冬
期
間
の
練
習

場
が
な
い
た
め
、
ウ
ェ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
み
を

実
施
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
等
が
利
用

で
き
る
多
用
途
施
設
と
し

て
、
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
現
時

点
で
他
の
活
用
方
法
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
伺
う
。

答��

こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
は
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
と

し
て
、
高
齢
者
の
体
力
作

り
や
社
交
の
場
を
目
的
に

平
成
９
年
に
建
設
。

　
こ
れ
ま
で
標
津
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
が
利
用
し
て

い
た
が
、
会
員
が
減
り
、

同
協
会
は
来
春
を
も
っ
て

こ
の
施
設
の
使
用
を
や
め

た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
有
効
活
用

な
ど
、
ま
た
費
用
対
効
果

や
町
の
財
政
事
情
も
あ
る

の
で
、
各
分
野
の
方
々
と

協
議
検
討
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
令
和
６
年
度
中
に

は
こ
の
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
案
を
示
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

再
質
問　
標
津
町
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
町
」
を
宣
言
し

て
い
る
。
健
全
な
る
心
身

の
た
め
に
も
、
野
球
等
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

も
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
▼
答
弁
は
不
要
）
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ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

藤本　　靖 議員

問��

町
内
か
ら
標
津
町
に

移
住
を
希
望
す
る
も
、
住

宅
が
な
く
、
近
隣
の
町
村

に
住
む
方
の
比
率
が
と
て

も
増
え
て
い
る
。

　
10
月
の
文
教
福
祉
建
設

常
任
委
員
会
で
建
設
水
道

課
か
ら
公
営
住
宅
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て

い
る
が
、
移
住
者
等
に
公

営
住
宅
の
一
時
使
用
等
を

含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る

べ
く
検
討
を
で
き
な
い
か

を
資
す
。

答��

移
住
者
の
住
宅
問
題
、

本
当
に
私
も
御
指
摘
の
通

り
だ
と
思
っ
て
お
り
、
大

切
な
課
題
だ
と
思
う
。

　
町
も
移
住
者
あ
る
い
は

定
住
対
策
と
し
て
、
今
後

も
住
宅
取
得
支
援
に
対
し
、

住
民
同
様
な
措
置
を
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

問��

平
成
21
年
の
国
交
省

か
ら
の
通
達
に
お
い
て
、

「
地
方
公
共
団
体
は
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
、
若
年

単
身
世
帯
、
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
地
域
に

居
住
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
て
、
公
営
住
宅
の
ス

ト
ッ
ク
を
弾
力
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
措
置
す
る
」

と
い
う
通
知
が
17
年
前
に

出
て
い
る
。

　
早
急
に
関
係
部
署
で
、

公
営
住
宅
の
入
居
条
件
に

関
し
て
、
協
議
さ
れ
る
事

を
望
む
。

　
所
見
を
伺
う
。

答��

ご
指
摘
の
事
項
に
関

し
て
は
、
充
分
理
解
し
て

い
る
。

　
公
営
住
宅
入
居
希
望
者

が
入
居
で
き
な
い
様
な
状

況
に
な
る
事
は
困
る
が
、

移
住
者
の
公
営
住
宅
の
一

時
使
用
は
、
入
居
希
望

者
を
阻
害
し
な
い
範
囲
で
、

原
則
一
年
以
内
の
使
用
が

可
能
で
あ
り
、
更
新
す
る

事
も
で
き
る
。

　
移
住
者
対
策
と
し
て
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今

直す

ぐ
と
言
う
訳
に
は
行
か

な
い
が
、
現
実
に
そ
の
様

な
移
住
希
望
者
が
居
る
と

言
う
実
態
を
鑑
み
、
前
向

き
に
検
討
し
て
実
施
に
向

け
て
、
準
備
を
進
め
て
行

き
た
い
。

を

今
、
町
民
に

示
す
時
期
で
は
？

【
町
外
か
ら
の
移
住
対
策
】

公
営
住
宅
の
一
時
活
用
等
の

柔
軟
な
対
応
を
！

問��

人
口
は
５
０
０
０
人

を
切
り
、
農
業
、
漁
業
も

非
常
に
厳
し
く
低
迷
し
、

町
自
体
が
沈
ん
で
い
る
状

態
で
あ
る
。

　
今
は
、
商
業
施
設
が
分

散
し
て
い
る
等
、
住
民
が

住
み
や
す
い
町
で
は
無
い

よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
千
島
海
構
沖
地
震
に
よ

る
津
波
被
害
か
ら
逃
れ
る

よ
う
に
、
高
台
地
区
に
住

宅
地
を
造
成
す
る
な
ど
コ

ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す
い

町
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　
ま
ち
の
未
来
に
希
望
を

持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

様
、「
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
今
、
町
民

に
示
す
時
期
で
は
な
い
か
。

　
所
見
を
質
す
。

答�

町
政
執
行
方
針
に
、

公
約
で
あ
る
「
笑
顔
輝
く

ま
ち
作
り
」
の
実
現
に
向

け
、
力
強
い
産
業
作
り
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
作
り
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
事

業
方
針
と
実
現
に
向
け
町

民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
む
方
向
を
述
べ

さ
せ
て
頂
い
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
る

い
は
関
係
機
関
と
の
議
論

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は

ま
ず
は
現
状
把
握
の
整
理

こ
れ
が
必
要
で
あ
る
、
そ

し
て
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
骨
格
作
り
も
必

要
と
な
る
。

　
こ
の
骨
格
を
ベ
ー
ス
に
、

町
民
の
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
計
画
を
練
り
上
げ
て

い
く
、
あ
る
い
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
町
と
町
民
の

両
輪
で
、
構
築
し
て
行
く
。
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常任委員会の動き常任委員会の動き

　
　
茨
城
県
牛
久
市
中
央
３
―
20
―
１

●①【
牛
久
シ
ャ
ト
ー
】

〔
国
指
定
重
要
文
化
財・日
本
遺
産・近
代
化
産
業
遺
産
〕

◆
11
月
12
日
㈰
～
15
日
㈬

の
日
程
で
、
令
和
５
年
度

道
外
行
政
視
察
研
修
を
挙

行
し
た
。
今
回
の
視
察
研

修
に
は
、
小
川
議
長
、
山

㟢
委
員
長
、
南
委
員
、
吉

田
委
員
、
西
山
委
員
、
上

田
事
務
局
長
の
６
名
が
参

加
し
た
。

　
研
修
先
及
び
視
察
地
に

関
し
て
は
上
記
の
通
り
、

茨
城
県
３
市
を
巡
る
研
修

と
な
っ
て
い
る
。
①
～
③

の
研
修
報
告
を
す
る
。

★研修先（11月13日）牛久市　　①牛久シャトー〔日本遺産等〕
　　　　（11月14日）つくば市　②株式会社フジキン〔チョウザメ養殖事業〕

水戸市　　③茨城県議会〔先進的な議会改革〕
★視察地（11月13日）牛久市　　④牛久大仏
　　　　（11月14日）つくば市　⑤JAXA筑波宇宙センター

水戸市　　⑥偕楽園

経
済

総
務

◆総務経済常任委員会と文教福祉建設常任委員会の活動状況を報告します。

沼田市長と一緒に記念撮影（牛久市役所前にて）

『牛久シャトー本館』（旧醸造場施設事務所）前にて

本館２階の大広間（『比密閣』）で説明を受ける

町内外行政視察研修

茨城県３市を巡る視察研修

第
10
回
（
11
月
12
日
～
15
日
）

総
務
経
済
常
任
委
員
会
〔
令
和
５
年
度
道
外
行
政
視
察
研
修
〕

　
令
和
２
年
６
月
19
日
に

日
本
遺
産
認
定
と
な
っ
た

【
日
本
ワ
イ
ン
１
４
０
年
史
】

～
国
産
ブ
ド
ウ
で
醸
造
す
る

和
文
化
の
結
晶
～

〔
茨
城
県
牛
久
市・山
梨
県
甲
州
市
〕

の
一
翼
を
担
う
、
国
指
定

重
要
文
化
財
・
近
代
化
産

業
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
牛
久
シ
ャ
ト
ー
」

を
案
内
し
て
頂
い
た
。

　
正
門
を
入
る
と
出
迎
え

て
く
れ
る
の
が
「
本
館
」

で
あ
っ
た
。
現
在
は
文
化

財
保
護
の
た
め
非
公
開
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
回
、

市
の
御
厚
意
に
よ
り
見
学

可
能
と
な
っ
た
。

　
更
に
神か

み
谷や

傳で
ん
兵べ

衛え

記
念

館
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
レ
ス
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分
か
り
や
す
い

参
加
し
や
す
い

　
　
　
県
議
会

オエノングループの歴史を紡ぐオエノンミュージアム

説明・案内して頂いた山下主査と共に

チョウザメの水槽の前で説明を受ける

明るいアトリウムの議会ホール

定員300名の傍聴者席を有する本会議場

『神谷傳兵衛記念館』のワイン醸造樽

㈱フジキン提供

　
当
方
よ
り
の
事
前
質
問

に
対
し
、
参
考
資
料
を
添

付
し
、
一
項
目
毎
、
詳
細

に
御
回
答
頂
い
た
。

　
議
会
改
革
の
先
進
議
会

と
し
て
、

「
県
民
に
分
か
り
や
す

い
、
参
加
し
や
す
い
県

議
会
の
環
境
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
休
日
議
会
の

開
催
、
出
前
委
員
会
の
開

催
予
定
等
、
県
議
会
活
動

に
対
す
る
県
民
の
理
解
と

　
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
下
町
ロ

ケ
ッ
ト
」
の
ロ
ケ
現
場
と

な
っ
た
、
半
導
体
用
超
精

密
バ
ル
ブ
製
造
の
世
界
的

企
業
で
あ
る
株
式
会
社
フ

ジ
キ
ン
。
そ
の
会
社
が
、

環
境
変
化
に
も
対
応
力
が

あ
り
、
付
加
価
値
の
高
い

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
事
業

を
始
め
て
35
年
。
バ
ル
ブ

技
術
と
リ
ン
ク
す
る
流
体

制
御
技
術
で
、
誰
も
や
っ

関
心
を
高
め
る
試
み
を
、

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
決
算
審
査
の
成
果
の
見

え
る
化
を
図
る
た
め
に
、

議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
直
し
を
行
い
、
翌
年
の

第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、

改
善
要
望
の
対
応
状
況
の

報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

　
「
決
算
審
査
結
果
の
予

算
へ
の
反
映
」
は
当
議
会

に
お
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
項
で
あ
る
。

た
事
の
な
い
事
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。

　
人
工
孵
化
技
術
・
稚
魚

育
成
技
術
・
雌
雄
判
別
技

術
・
卵
質
判
定
技
術
を

駆
使
し
、
高
付
加
価
値

の
キ
ャ
ビ
ア
は
固も

と

よ
り
、

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
魚
肉
の
有

用
性
を
高
め
、
日
本
全
国

に
「
つ
く
ば
産
」
の
養
殖

チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
提
供
し
、

普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
、
オ
エ
ノ
ン
ミ
ュ

―
ジ
ア
ム
を
案
内
し
て
頂

い
た
。

　
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
創
業

者
：
神
谷
傳
兵
衛
氏
の
本

格
的
な
ワ
イ
ン
醸
造
に
懸

け
た
情
熱
を
体
感
し
、
日

本
ワ
イ
ン
の
歴
史
と
過
ご

す
貴
重
な
一
時
で
あ
っ
た
。

　
　
茨
城
県
つ
く
ば
市
御
幸
が
丘
18

●②【
株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン
】

　
　
万
博
記
念
つ
く
ば
先
端
事
業
所

　
　
　
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
創
造
開
発
事
業
部

〔
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
事
業
〕

　
茨
城
県
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
番
６

●③【
茨
城
県
議
会
】

〔
先
進
的
な
議
会
改
革
〕
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文
教

福
祉

建
設

第
９
回
（
11
月
29
日
）

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会
〔
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
視
察
〕

◆
11
月
29
日
㈬
、
標
津
中

学
校
を
訪
問
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
た
授
業
現
場
を
視
察

し
た
。

　

山
崎
英
司
副
委
員
長
、

数
間
委
員
、
畑
中
委
員
、

西
山
委
員
の
４
名
が
参
加

し
た
。

　
視
察
で
は
、
標
津
中
学

校
（
全
校
生
徒
76
名
）
で

２年生英語授業

３年生社会授業

標津中学校で　
ICT活用の

　　授業を視察

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
事
例
を
資
料
に
よ

り
担
当
の
一
條
勇
太
教
諭

か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
授
業
を
見
学
し
た
。

　
１
年
生
・
理
科
、
２
年

生
・
英
語
、
３
年
生
・
社

会
の
授
業
を
見
学
。

　
理
科
で
は
、
レ
ン
ズ
に

よ
る
像
の
出
来
方
は
ど
の

よ
う
な
決
り
が
あ
る
の

か
、
英
語
で
は
ク
イ
ズ
方

式
で
問
題
を
早
い
者
順
で

解
く
、
社
会
で
は
銀
行
の

役
割
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
て
授
業
を

行
っ
て
い
た
。

生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
状
況

●�

登
校
後
、
健
康
状
態
と

心
の
状
況
を
Ｆ
ｏ
ａ
ｍ

ｓ
で
回
答

●�

常
時
、手
元
に
保
管
し
、

全
教
科
で
ほ
ぼ
毎
時
間

活
用

●�

必
要
に
応
じ
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
印
刷

●�

教
科
連
絡
、
生
徒
会
連

絡
、
部
活
動
連
絡
な
ど

を
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
で
対
応

●�

自
己
判
断
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
持
ち
帰
り
、

自
宅
で
活
用

　
ま
た
、
11
月
か
ら
、

「
キ
ュ
ビ
ナ
チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
（
Ｑ
Ｃ
Ｔ
）」
を

週
３
回
朝
の
時
間
に
設
定

し
ス
タ
ー
ト
。

　
根
室
管
内
の
小
・
中
学

校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で

は
、
本
町
は
先
進
的
で
あ

る
。

　
今
後
の
子
ど
も
た
ち
の

一
層
の
学
力
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
。

▼
キ
ュ
ビ
ナ
（
Ｑ
ｕ
ｂ
ｅ

ｎ
ａ
）：
概
要
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
習
中
の
計
算
過
程
や
解

答
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

つ
ま
ず
く
原
因
と
な
っ
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
を
特
定

し
、
そ
の
生
徒
が
解
く
べ

き
問
題
へ
と
自
動
に
誘
導

し
効
果
的
で
効
率
的
な
学

習
を
実
現
す
る
教
材
（
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
）。
日
々
の
復
習
に
な

り
、
高
校
進
学
等
に
活
か

さ
れ
る
。
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講　
演

講　
演

研修会報告 令和５年度　根室町村議会議長会主催
議員研修会 10月27日於：別海町役場

標津町議会
議員研修会 10月20日於：標津町役場

根
室
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員
研
修
会

別
海
町
で
開
催　
議
員・事
務
局
員
55
名
参
加

標
津
町
議
会

議
員
研
修
会

西
南
大
学
法
学
部
教
授

勢せ
い

一い
ち　
智と

も

子こ 
氏

法
政
大
学
法
学
部
教
授

土つ
ち

山や
ま 

希き

美み

枝え 

氏

【
演
題
】

『
地
方
議
会
の

課
題
対
応
と
活
性
化
』

【
第
一
部　
演
題
】

『
議
会
と
議
員
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』

【
第
二
部　
演
題
】

『
議
会
で
活
き
る一般

質
問
』 付箋紙に記載された意見に回答する土山氏

土山氏の講演を熱心に拝聴する４町議員連 別海町議会の事例発表をする西原議長

　
10
月
20
日
㈮
、
標
津
町

議
会
議
員
研
修
会
が
勢
一

氏
を
招
き
開
催
さ
れ
た
。

　
氏
は
講
演
の
中
で
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
人
口

減
少
時
代
の
地
方
議
会
の

役
割
の
重
要
性
を
強
調
。

　
10
月
27
日
㈮
、
根
室
町

村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
が
、
別
海
町
役

場
に
て
開
催
さ
れ
、
議
員

46
名
、
事
務
局
員
９
名
の

合
計
55
名
が
参
加
。

　
後
藤
一
男
会
長
（
中
標

津
町
）
の
挨
拶
の
後
、
一

期
若
し
く
は
４
年
以
上
、

議
長
・
副
議
長
の
職
に
当

た
る
左
記
４
議
員
に
対
し
、

自
治
功
労
者
表
彰
状
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

〔
羅
臼
町
〕佐
藤　
晶　
議
長

　
　
　
　
小
野
哲
也　
副
議
長

〔
別
海
町
〕西
原　
浩　
議
長

　
　
　
　
戸
田
憲
悦　
副
議
長

　
表
彰
後
、
土
山
教
授
に

よ
る
二
部
構
成
の
講
演
が

行
わ
れ
、
一
部
、
二
部
共

に
、
講
演
後
、
ブ
レ
ー
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
に
基
づ
き

議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
の
後

意
見
交
換
を
実
施
。

◆両議員研修会の概要を報告します。議長会主催の議員研修会は、
　根室管内４町の持ち回りで開催され、本年度は別海町が開催地。

講　
師

講　
師

パソコンを駆使し講演する勢一氏

◆
事
例
発
表

　
「
一
般
質
問
検
討
会
議
か
ら

議
会
の
政
策
形
成
へ
」

◆
発
表
者

別
海
町
議
会
議
長　
西
原　
浩
氏
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◆
令
和
５
年
10
月
24
日
㈫
、

根
室
市
の
北
海
道
立
北
方

四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ

ホ
ロ
」
に
お
い
て
、
根
室

地
方
森
林
・
林
業
・
林
産

業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟

協
議
会
の
研
修
会
が
行
わ

れ
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
３
年
連
続
中
止
さ

れ
、
今
回
は
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
主
催
者
の
髙
橋
善
貞
会

長
（
中
標
津
町
）
の
挨
拶

の
後
、
根
室
市
歴
史
と
自

然
の
資
料
館
の
外
山
雅
大

学
芸
員
の
講
演
を
受
け
た
。

　

演
題
は
、「
根
室
管
内

の
豊
か
な
自
然
を
国
定
公

園
に
（
野
付
・
根
室
半
島
、

風
蓮
湖
）」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
外
山
氏
は
、

「
今
後
の
取
り
組
み
は
、

自
治
体
間
で
産
業
従
事
者

を
含
め
た
合
意
形
成
を
図

り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

産
業
を
持
続
可
能
に
し
て

行
く
た
め
に
も
、
国
定
公

園
化
を
実
現
さ
せ
る
事
が

大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
講
演
後
、
春
国
岱
原
生

野
鳥
公
園
に
移
動
し
、
外

山
学
芸
員
と
根
室
春
国

岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
掛

下
尚
一
郎
チ
ー
フ
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
説
明
を
受
け
、

公
園
内
の
散
策
視
察
を

行
っ
た
。

◀
当
議
会
か
ら
の
出
席
者

　
▽
山
﨑
陸
郎
会
長

　
▽
数
間
景
子
議
員

　
▽
西
山
易
男
議
員

▼
春
国
岱
（
し
ゅ
ん
く

に
た
い
）
は
、
ア
イ

ヌ
語
の
【
ス
ン
ク
・

ニ
ッ
・
タ
イ
】　
（
エ
ゾ

マ
ツ
の
林
）
が
語
源
と

言
わ
れ
て
い
る
。

根室地方森林・林業・林産業活性化
推進議員連盟協議会（１市４町で構成）

〜根室市内をフィールドに研修会〜〜根室市内をフィールドに研修会〜10月24日

北海道立北方四島交流センター「ニホロ」の外観

春国岱原生野鳥公園の散策視察の様子春国岱原生野鳥公園の位置図

　根室地方の森林・林業・林産業の活性化と山村振興並びに森林のもつ公益的機能の維
持向上のための、情報交換と必要な事項について調査・検討し、森林整備と林業・林産
業活性化及び山村振興に寄与することを目的とする。

　根室地方の１市４町議会で結成された森林・林業・林産業活性化推進議員連盟等を
もって組織する。

根室地方森林・林業・林産業活性化推進議員連盟協議会
〈略　称〉根室林活議連協議会

目的

組織
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●❶
町
民
税
や
固
定
資
産
税

は
町
財
政
を
支
え
る
重
要

な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

収
入
未
済
金
の
回
収
に
引

き
続
き
努
め
て
、
自
主
財

源
の
確
保
や
住
民
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

徹
底
し
た
対
策
・
対
応
を

講
ず
る
こ
と
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
、
各
種

使
用
料
（
水
道
使
用
料
、

公
営
住
宅
使
用
料
等
）
に

も
未
納
が
あ
り
、
滞
納
者

の
対
応
に
つ
い
て
は
個
々

の
生
活
実
態
に
応
じ
た
対

応
が
必
要
で
あ
り
粘
り
強

く
収
納
に
当
た
ら
れ
た
い
。

　
な
お
、
納
税
意
識
の
喚

起
、
広
報
の
充
実
や
特
別

徴
収
・
口
座
振
替
等
の
徹

底
、
滞
納
整
理
機
構
と
連

携
し
た
悪
質
な
滞
納
者
へ

◆
委
員
会
審
査
報
告
書
に

次
の
意
見
を
付
し
て
、
議

長
宛
に
提
出
し
た
。

令和５年10月２日〜５日

決算審査特別委員会

決
算
審
査
報
告

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会

計
と
８
特
別
会
計
の
合
計

９
会
計
は
、
10
月
２
日
か

ら
10
月
５
日
ま
で
の
４
日

間
、
全
議
員
８
名
（
議
長

と
議
員
選
出
監
査
委
員
を

除
く
）
で
構
成
さ
れ
た
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
畑
中
浩
委
員
長
・
南
憲

治
副
委
員
長
）
に
決
算
審

査
を
付
託
さ
れ
た
。

　
理
事
者
及
び
各
課
主
査

以
上
の
職
員
が
出
席
し
、

質
疑
終
了
後
、
各
会
計
ご

と
に
討
論
、
10
月
５
日
の

総
括
質
問
を
以
っ
て
審

査
を
終
了
。
委
員
会
と
し

て
は
、
各
会
計
と
も
原
案

通
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
、

全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、
畑
中
浩
委

員
長
か
ら
審
査
報
告
が
な

さ
れ
、
各
会
計
と
も
委
員

長
報
告
の
通
り
認
定
さ
れ

た
。

議案番号 議　　　案　　　名
認定

第１号 令和４年度標津町一般会計決算

認定
第２号

令和４年度標津町国民健康保険特別会計
（事業勘定）決算

認定
第3号

令和４年度標津町国民健康保険特別会計
（病院事業）決算

認定
第４号

令和４年度標津町介護保険特別会計
（事業勘定）決算

認定
第５号

令和４年度標津町介護保険特別会計
（サービス事業勘定）決算

議案番号 議　　　案　　　名
認定

第６号
令和４年度標津町後期高齢者医療特別会
計決算

認定
第７号 令和４年度標津町簡易水道特別会計決算

認定
第８号 令和４年度標津町下水道特別会計決算

認定
第９号

令和４年度標津町金山地域休養施設等特
別会計決算

委
員
会
報
告

の
対
応
強
化
等
、
納
税
の

向
上
対
策
に
努
力
を
さ
れ

た
い
。

●❷
社
会
福
祉
協
議
会
は
自

主
財
源
の
確
保
な
ど
身
を

切
る
改
革
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
本
来
の
役
割

で
あ
る
地
域
社
会
に
お
け

る
福
祉
問
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
の
活
動
を

進
め
る
組
織
運
営
を
促
す

た
め
、
町
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
図
ら
れ
た
い
。

●❸
下
水
道
料
金
改
定
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
十

分
な
検
討
・
協
議
を
行
い
、

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
周
知
に
努
め
る
こ

と
。

●❹
主
要
施
策
の
成
果
等
報

告
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

予
算
執
行
に
お
け
る
成
果

と
課
題
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
努
め
る
こ

と
。

認定第１号〜認定第９号の９会計は
全会一致で認定
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町債 ＝借金
【歳入】 【歳出】

公債費 ＝返済金 積立金 ＝貯金

「目的別」内訳「財源別」内訳

歳出歳入

依
存

財
源

　自主

財
源

町税
7億6902万円
（10.8%）

繰入金、繰越金
8億806万円
（11.3%）

使用料等
4億5774万円
（6.4%）

地方交付税
34億2221万円
（48%）

地方譲与税等
2億8269万円
（4.0%） 町債

5億8320万円
（8.2%）

国道支出金
8億137万円
（11.2%）

人件費
11億4952万円
（16.8%）

扶助費
4億110万円
（5.9%）

公債費
7億9914万円
（11.7%）

物件費等
10億4570万円
（15.3%）

補助費等
17億9792万円
（26.3%）

普通建設事業費
8億6461万円
（12.7％）

繰出金等
4億918万円
（6.0%）

積立金
3億5647万円
（5.2%）

68億2364万円71億2429万円

自主財源　20億3482万円（28.5％）
依存財源　50億8947万円（71.5％）

一般
会計

各会計　歳入・歳出決算総括表

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引
一　般　会　計 71億2429万円 68億2364万円 3億� � 65万円

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 8億9668万円 8億6741万円 2927万円
介護保険特別会計（事業勘定） 4億4880万円 4億2777万円 2103万円
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 2707万円 2707万円 0
後期高齢者医療特別会計 1億3613万円 1億3574万円 39万円
簡易水道特別会計 2億5829万円 2億3165万円 2664万円
下水道特別会計 6億� � 43万円 5億5283万円 4760万円
金山地域休養施設等特別会計 2632万円 2632万円 0
特　別　会　計　合　計 23億9376万円 22億6883万円 1億2493万円

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 10億3706万円 10億� 970万円 2736万円
（病院事業） 資本的収支 2億1303万円 2億1303万円 0

企業会計合計 12億5009万円 12億2273万円 2736万円
総　　　　　　　計 107億6814万円 103億1520万円 4億5294万円

令和４年度　まちの決算書

～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの推進～～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの推進～

対前年比対前年比
※※15.9515.95％％減減

歳出
歳入 71億2429万円 差　引

3億65万円歳出 68億2364万円

町民１人当たりが負担する町税
15万7679円

【参考：札幌市は17万7605円】

町民１人当たりが受けるサービス
140万9円

【参考：札幌市は60万4802円】

※歳出減の主な要因…普通建設事業費の減
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【
不ふ

易え
き

流り
ゅ
う

行こ
う

】

▼
こ
の
語
は
俳
人
・
松
尾

芭
蕉
の
俳
階
の
基
本
理

念
。

▼
新
し
み
を
求
め
て
変
化

し
て
行
く
流
行
〔
そ
の

時
々
を
反
映
し
て
変
化
し

て
行
く
も
の
〕
が
、
実
は

俳
諧
の
不
易
〔
新
古
を
超

越
し
て
不
変
な
も
の
〕
の

本
質
で
あ
り
、
不
易
と
流

行
と
は
根
元
に
お
い
て
結

合
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

論
。

▼
俳
諧
に
は
、
不
易
の
句

と
流
行
の
句
と
あ
る
が
、

流
行
の
句
も
時
代
を
超
え

て
人
々
に
訴
え
れ
ば
不
易

の
句
で
あ
っ
て
、
共
に
俳

諧
の
本
質
を
究
め
る
事
か

ら
生
じ
、
根
本
は
一
つ
で

あ
る
と
い
う
解
釈
も
あ

る
。

▼
「
俳
諧
」
「
句
」
を
そ

れ
ぞ
れ
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
政
策
」
に
置
換
し
て
み

る
も
一
考
の
価
値
あ
り
。

（
吉
田　
　
智
）

　
妻
の
「
知
床
に
近
い
場

所
で
暮
ら
し
て
み
た
い
。」

と
い
う
一
言
が
き
っ
か
け

で
始
ま
っ
た
標
津
町
で
の

生
活
も
早
二
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
標
津
町
の
皆
様
、
と
り

わ
け
川
北
駐
在
所
の
管
内

で
あ
る
川
北
、
北
標
津
の

皆
様
に
は
勤
務
の
面
の
み

な
ら
ず
私
生
活
の
面
に
お

い
て
も
、
多
大
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
頂
き
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
、
幸
い
に

も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
現
在

私
が
、
標
津
町
の
皆
様
に

お
伝
え
し
た
い
３
点
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
１
点
目
は
、
悲
惨
な
交

ま
す
。

　

２
点
目
は
、
特
殊
詐
欺

へ
の
理
解
を
深
め
、
被
害

を
防
止
し
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
昨
今
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投

資
名
目
の
詐
欺
に
よ
り
、

多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま

す
。

　
被
害
者
も
20
歳
代
か
ら

80
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
代

で
あ
り
、
誰
も
が
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
上
に

は
、
投
資
の
詐
欺
広
告
や

詐
欺
サ
イ
ト
が
あ
る
こ

と
、
投
資
で
絶
対
に
利
益

が
出
る
等
の
う
ま
い
話
は

な
い
こ
と
を
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
交

通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
遵

守
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
度
々
流
れ
る
、
事
故
に

よ
り
命
を
落
と
す
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
は
心
が
痛
み

ま
す
。

　
で
す
が
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
が
痛
ま
し
い
事
故

の
当
事
者
と
な
っ
て
も
お

か
し
く
は
な
い
の
で
す
。

　
後
悔
先
に
立
た
ず
、
後

悔
を
す
る
前
に
、
今
一
度

自
ら
が
交
通
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
運
転
が
で

き
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
家
族
や
同
乗
者
の
方
等

に
、
自
分
の
運
転
に
関
し

て
注
意
さ
れ
た
点
を
直
す

の
も
良
い
手
段
だ
と
思
い

　

ま
た
、
何
か
お
か
し

い
、
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
家
族
や
警
察
相
談

電
話
「
＃
９
１
１
０
」
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
３
点
目
は
、
私
達
が
未

来
の
警
察
官
を
探
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
３
月
よ
り
令
和
６
年
度

警
察
官
採
用
試
験
の
申
し

込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
警
察
官
の
仕
事
は
多
岐

に
わ
た
り
、
必
ず
そ
の
人

の
個
性
や
特
技
を
生
か
せ

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
休
暇
や
育
児
と

の
両
立
な
ど
、
私
生
活
を

充
実
さ
せ
た
い
方
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
組
織
で
す
。

　
必
要
と
あ
ら
ば
、
私
自

身
が
い
つ
で
も
採
用
に
関

す
る
相
談
に
乗
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
標
津
、
川
北
、

薫
別
駐
在
所
の
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

寄稿

中
標
津
警
察
署
川
北
駐
在
所

巡
査
部
長
　
福ふ

く

田だ

　
伸し

ん

太た

郎ろ
う

標
津
町
の
皆
様
へ
の
お
願
い

標
津
町
の
皆
様
へ
の
お
願
い


